大阪府子ども条例の今後の運用について
　１　子どもに対する参加の機会の提供（条例第３条）
(1)　子どもの参加によるシンポジウム（予定）
　　　 ・対　　象　高校生　
　　　 ・実施時期　平成２０年１月頃
　　(2)　子ども議会

　　　 ・対　　象　小学校５・６年生
　　　 ・実施時期　平成１９年８月

　　(3)　庁内における取組状況の把握


　２　子どもを擁護する取組の充実（条例第９条）
　　(1)　現行の取組の充実

①　被害者救済システムの拡充

　　　 ②　私立学校への対応
　　(2)　現行の取組の充実に向けた検討

　３　広報及び啓発（条例第１１条）
(1)　府広報媒体の活用
　　　 ①　府政だより・４月号（平成１９年４月１５日発行　資料５）

②　テレビ・ラジオの府広報番組

　（テレビ　TV大阪　５月２７日放送、ラジオ　OBC　５月４日放送）

(2)  大人・子ども向けリーフレットの作成・配布


大阪府子ども条例　


（基本理念）


　第三条　


　（中　略）


２　子どもの尊厳を守り、健やかな成長を支えるに当たっては、子どもが社会における様々な活動に参加する中で、健やかに成長することを認識し、子どもに対する参加の機会の提供に努めなければならない。











大阪府子ども条例　


（子どもを擁護する取組の充実）　


第九条　


府は、子どもの尊厳を損なう身体的又は精神的な暴力等から子どもを擁護するための取組について、すべての子どもに等しくなされるべきであるとの認識の下、国、市町村、学校等、事業者及び府民と協力して、その充実に努めるものとする。











大阪府子ども条例　


（広報及び啓発）　


第十一条


　府は、この条例についての子どもを含めた府民の理解を深めるため、わかりやすい方法による広報及び啓発を行うものとする。




















